
令和４年１０月 

 町 民 各 位 

                        里庄町地域包括支援センター 
 
 

 「認知症サポーター養成講座」のご案内 
  

認知症は、６５歳以上の約１０人に１人は発症する可能性のある身近な病気です。あなたや、大

切な人が、もし認知症になったら、どのように接し、対応すればよいでしょう？      

認知症になっても、周囲の正しい理解や支援があれば、当事者は自分らしさを保ちながら、穏や

かに地域で暮らしいくことができます。今後の備えや、対応力を身に着けるためにも、ぜひ一緒に

学びませんか？ 

 里庄町では、認知症についての理解を深め、安心して暮らせるまちづくりを推進していくため、

下記のとおり、「認知症サポーター養成講座」を開催します。 
 

＜日 時＞ 令和４年１１月２９日（火） １３：３０～１６：００ 
 

＜場 所＞ 里庄町健康福祉センター ２階 講義室 
 

＜内 容＞ ・講演「認知症になっても住みやすい地域をめざして」 

【講師】川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科  

中尾 竜二 先生  

・認知症サポーター養成講座 

川崎医療福祉大学 医療福祉学科 学生のみなさん 他                     
         

＜申し込み方法＞ １１月１８日（金）までに、下記申込書をご持参いただくか、 

または、下記問い合わせ先へお電話にてお申し込み下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               切りとり線                                     

認知症講演会および認知症サポーター養成講座申込書  締めきり：11/１８（金） 

氏 名  電話番号       

住 所 里庄町 生年月日     年  月  日 

※  所属している組織、ボランティア団体、住民組織等がありましたらご記入下さい。 

【組織等団体名：                                    】 

※今までに認知症サポーター養成講座を受けたことがありますか。（ 有 ・ 無 ） 

＜申し込み・問い合わせ先＞ 

里庄町地域包括支援センター 電話：６４－７２３２ 

 

 

 

    

「認知症サポーター」とは？ 

認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見

守り支援する応援者です。何か特別なことをするのではなく、

自分のできる範囲で活動をします。 



 


